
【個 人】                      提 出  令和 3年(2021年)6 月 19日 

 山  行  報  告  書  

山行報告提出者 ： 鈴 木 

山 域・山 名：苗 場 山（2,145ｍ）                               新潟県湯沢町 

入山日：2021年 6 月 18 日 (金) 日帰り   

   

プラン担当者 正： 鈴 木 副： 山頂一帯の風景 

参 
 

加 
 

者 
 

L：報：記：鈴 木 

 

 

男 1名 、女名、計 1 名 

 

天 候：晴れ時々曇り 

6 月 18日

（金） 

 

 

圏央道桶川加納 IC 乗車、関越道湯沢 IC 下車 祓川駐車場駐車 

7：00 出発－7：20和田小屋－8：30 下の芝－9：30 神楽ヶ峰－10：30 

苗場山 11：00－12：00 神楽ヶ峰－13：00下の芝－14：00和田小屋－ 

祓川下山 14：15                （行動：7ｈ15ｍ） 

 

荒天候時のエスケープルート： 山行中止し引き返す。自然体験交流センターで待機。 

装
備
と
食
糧 

共同装備：  無し 

共 同 食： 無し 

車提供者： 鈴木  

個人装備：ヘッドランプ、コンパス、地図、テルモス（水）、帽子、グローブ、スパッツ、 

ツェルト、防寒服、雨具、傘、スパイク、ラジオ 

個 人 食：昼食、行動食 

                                                                                                                                     

感 
 

 

想 

和田小屋までは舗装路、そこからゲレンデを横切り登山道に入る。石ごろで水が流れている 

急登は虫も多く不快極まりない。 

一部木道の登山路で高度を上げると上州特有の熊笹に覆われた低木帯に入る。神楽ヶ峰を 

過ぎると 150ｍほど高度を下げ登り返しが待ち受けるがここが正念場。 

程なく傾斜が緩くなり苗場山山頂を囲む大平原が目の前に飛び込んでくる。池塘と残雪が 

織りなす素晴らしい光景はまさに雲上の楽園か。 

山頂そのものはほとんど平らで道標が無いと通り過ぎてしまいそう。 

日帰りが勿体ないと感じてしまうほどの絶景を堪能して下山の途に就いた。 

 

 


